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総務部

本庄　　毅
八峰町八森

事業部長

金平　練一
八峰町峰浜

副組合長

小山内一郎
八峰町八森

　

こ
の
新
体
制
の
も
と
、
役
職
員

一
丸
と
な
っ
て
、
組
合
員
の
利
益

を
最
優
先
と
し
て
組
合
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
従
前
に
も

増
し
て
ご
指
導
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

勇
退
さ
れ
た
方

理　

事　

北
林　

正
幸 

氏

（
三
種
町
下
岩
川
）

　
　
　
　

佐
々
木
清
美 

氏

（
八
峰
町
八
森
）

監　

事　

成
田　

和
夫 

氏

（
藤
里
町
藤
琴
）

　
　
　
　

加
藤　

幸
悦 

氏

（
三
種
町
森
岳
）

　

長
い
間
、
組
合
経
営
及
び

監
査
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

副組合長

須合　勝治
能代市天内

総務部

佐々木靖夫
藤里町粕毛

事業部

矢口　紀治
能代市桧山

事業部

川村　吉克
藤里町藤琴

総務部長

佐々木　学
能代市常盤

総務部

藤田　　定
二ツ井町梅内

総務部

小山内重正
三種町下岩川

代表監事

田村　利満
八峰町峰浜

監　事

畠山　利勝
二ツ井町小繋

監　事

佐々木修司
三種町森岳

事業部

石山　金由
二ツ井町切石

総務副部長

加藤　徳道
三種町上岩川

代表理事組合長

金野　忠德
二ツ井町仁鮒

事業部

近藤　　貢
三種町鹿渡

事業副部長

畠山　育良
三種町豊岡

　任期満了に伴う役員選挙が行われ、理事・監事とも全選挙区において、無投票で、当選者が決定しましたので紹
介します。
　今回の選挙では、新人理事が３名、新人監事が２名当選しました。
　就任初日の８月１日に新役員による理事会が開催され、金野忠德氏が代表理事組合長に再任されました。副組合
長には須合勝治氏と小山内一郎氏が、総務部長に佐々木学氏、事業部長に金平練一氏がそれぞれ選任されました。
また、同日開催の監事会において、田村利満氏が代表監事に選任されました。
　尚、今回就任された役員の任期は、令和元年８月１日から令和４年７月31日までの３年間となっています。

理　事（総定数 15）

監　事（総定数３）

役 員 改 選 結 果

第
一
選
挙
区　
定
数
３

第
三
選
挙
区　
定
数
３

第
五
選
挙
区　
定
数
４

第
一
・
二
選
挙
区　

定
数
１

第
三
・
四
選
挙
区　

定
数
１

第
五
選
挙
区　
定
数
１

第
二
選
挙
区　
定
数
３

第
四
選
挙
区　
定
数
２

◀
八　

峰　

町

◀
能
代
市
（
旧
二
ツ
井
町
）

◀
三　

種　

町

◀
八
峰
町
、能
代
市（
旧
能
代
市
）

◀
能
代
市（
旧
二
ツ
井
町
）、藤
里
町

◀
三　

種　

町

◀
能
代
市
（
旧
能
代
市
）

◀
藤　

里　

町
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就
任
の
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長　

金　

野　

忠　

德

　

令
和
元
年
度
の
役
員
改
選
で
代
表
理
事
組

合
長
に
再
任
さ
れ
た
金
野
忠
德
で
す
。
組
合

員
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
当
組
合
の
事
業

運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

頂
き
有
難
う
御
座
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
平
成
が
終
わ
り
年
号
も
令

和
元
年
と
代
り
ま
し
た
。
我
わ
れ
林
業
に
携

わ
る
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
変
革
の
年
を
迎

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
昨
年
の
五
月
に
国
会
で
成
立

し
た
「
森
林
経
営
管
理
法
」
と
言
う
法
律
で

す
。　

一
、
森
林
経
営
管
理
法

　

こ
の
法
律
の
目
的
を
一
口
に
言
う
と
地
球

温
暖
化
の
防
止
・
国
土
の
保
全
・
災
害
の
防

止
・
水
資
源
の
確
保
で
あ
り
、
我
わ
れ
の
生

活
上
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
森
林
の

整
備
を
す
る
た
め
の
法
律
で
す
。

　

現
在
わ
が
国
の
森
林
は
、
木
材
価
格
の
低

迷
に
よ
り
手
入
れ
が
行
き
届
か
ず
、
放
置
さ

れ
危
機
的
な
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
今
の
う
ち
に
対
策
を
講
じ
な

い
と
、
将
来
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
る
ほ

か
、
循
環
型
林
業
や
我
が
国
の
木
材
産
業
な

ど
の
経
済
活
動
も
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
で
は
「
森
林
環
境
税
」
と

言
う
特
別
会
計
を
設
け
て
荒
れ
た
山
を
整
備

す
る
と
い
う
も
の
で
す
。（
予
算
額
は
令
和

一
～
三
年
の
三
年
間
は
二
〇
〇
億
円
、
そ
の

後
の
三
年
間
は
三
〇
〇
億
円
、
そ
の
後
も

四
〇
〇
～
五
〇
〇
億
円
と
増
額
さ
れ
て
令
和

十
六
年
以
降
は
六
〇
〇
億
円
と
永
久
に
続
く
）

こ
の
法
律
に
適
用
さ
れ
る
森
林
は
、
民
有
林

の
う
ち
の
私
有
林
の
人
工
林
に
つ
い
て
適
用

さ
れ
る
も
の
で
す
。（
国
・
県
・
市
町
村
の

森
林
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
で
対
象
外
）

　

現
在
、
我
が
国
の
私
有
林
の
人
工
林
の
面

積
は
六
七
〇
万
ha
で
あ
り
、
そ
の
現
状
は
次

の
三
つ
に
大
別
さ
れ
ま
す
。（
１
）
凡
そ
三

分
の
一
の
二
二
〇
万
ha
は
手
入
れ
の
行
き
届

い
た
森
林
で
問
題
な
し
。（
２
）
二
四
〇
万

ha
は
今
後
手
入
れ
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、

立
派
な
森
林
と
し
て
よ
み
が
え
る
。（
３
）

二
一
〇
万
ha
は
岩
石
地
・
急
斜
面
・
や
せ
地

な
ど
の
た
め
経
営
に
不
適
な
た
め
、
針
広
混

交
林
や
天
然
林
に
切
り
替
え
て
自
然
の
力
に

委
ね
る
。

　

我
わ
れ
所
有
の
私
有
林
も
こ
の
三
つ
の
ど

れ
か
に
該
当
し
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
森
林
の
現
況
に
つ
い
て
国
で

は
「
森
林
環
境
贈
与
税
」
と
言
う
交
付
金
を

適
用
し
て
森
林
の
整
備
を
す
る
よ
う
市
町
村

を
指
導
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　

こ
れ
を
受
け
て
全
国
の
市
町
村
で
は
、
現

在
具
体
的
な
作
業
に
入
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

そ
の
作
業
が
終
わ
り
次
第
森
林
所
有
者
に

対
し
て
、
将
来
の
自
分
の
ヤ
マ
の
管
理
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
管
理
を
し
て
い
き
ま
す

か
、
と
言
う
内
容
の
意
向
調
査
を
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
凡
そ
次
の
三
つ

と
な
り
ま
す
。

（
１
）
自
分
の
ヤ
マ
は
自
分
で
管
理
を
し
て

い
き
ま
す
か
。

（
２
）
自
分
以
外
の
誰
か
に
管
理
を
委
託
し

ま
す
か
。

（
３
）
市
町
村
に
委
託
し
て
管
理
を
し
て
も

ら
い
ま
す
か
。

　

こ
の
意
向
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
市
町

村
で
は
、
各
流
域
や
団
地
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ

れ
の
森
林
の
現
況
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
し
て
手
入
れ
の
行
き
届
い
て
い
る
ヤ

マ
。
今
後
手
入
れ
を
す
れ
ば
将
来
立
派
に
な

る
ヤ
マ
。
将
来
と
も
、
経
済
林
と
し
て
経
営

が
成
り
立
た
な
い
ヤ
マ
な
ど
に
区
分
し
て
経

営
管
理
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
但
し

土
地
の
所
有
権
の
移
動
は
な
く
、
そ
の
ま
ま

所
有
者
の
も
の
で
す
。

　

今
後
組
合
員
の
皆
様
に
は
機
会
あ
る
ご
と

に
情
報
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
重
点
事
項

（
１
）
間
伐
中
心
か
ら
皆
伐
に
も
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
す
。
そ
の
た
め
、
フ
ェ
ラ
ー

バ
ン
チ
ャ
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ
各
一
台
を
導
入

す
る
。

（
２
）
新
植
再
造
林
に
も
本
格
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
国
・
県

の
補
助
の
外
に
白
神
森
林
組
合
で
も
独
自

に
、
一
ha
に
つ
き
五
万
円
を
補
助
し
ま

す
。
こ
れ
で
個
人
負
担
ゼ
ロ
で
組
合
員
の

山
は
植
林
で
き
ま
す
。

（
３
）
境
界
の
明
確
化

　

組
合
員
で
も
自
分
の
山
の
境
界
を
判
っ

て
い
る
人
は
相
当
少
な
く
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
毎
年
計
画
的
に
作
業
を
進
め
て

い
ま
す
が
、
本
年
度
も
引
き
続
き
進
め
て

参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
役
職
員
一
同
一
所
懸
命
頑
張
っ

て
組
合
員
の
山
を
良
く
し
た
り
、
収
入
増
を

考
え
て
参
り
ま
す
の
で
皆
さ
ん
に
は
、
今
ま

で
以
上
の
ご
教
示
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
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第
二
十
五
回
通
常
総
代
会
は
五
月
三
十
日
、

能
代
市
柳
町
の
プ
ラ
ザ
都
で
、
総
代
一
九
四

名
の
出
席
（
本
人
出
席
一
一
〇
名
、
書
面
議

決
八
四
名
）
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

議
事
に
先
立
ち
、
金
野
組
合
長
が
挨
拶
を

し
た
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
、
能
代
市
小
野

正
博
副
市
長
、
山
本
地
域
振
興
局
山
崎
司
農

林
部
長
、
米
代
西
部
森
林
管
理
署
白
角
義
人

署
長
、
秋
田
県
森
林
組
合
連
合
会
笹
村
守
総

務
課
長
の
四
氏
か
ら
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し
た
。

　

議
長
に
は
、
塙
川
地
区
の
福
士
正
信
氏
が

選
出
さ
れ
、
全
て
の
提
出
議
案
が
満
場
一
致

で
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

組
合
の
事
業
活
動
の
概
況

議
案
第
一
号

平
成
三
十
年
度
業
務
報
告
書
の
承

認
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

平
成
三
十
一（
令
和
元
）年
度
事
業

計
画
書
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

平
成
三
十
一（
令
和
元
）年
度
一
組

合
員
に
対
す
る
貸
付
金
の
最
高
限

度
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

平
成
三
十
一（
令
和
元
）年
度
借
入

金
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

平
成
三
十
一（
令
和
元
）年
度
理
事

及
び
監
事
の
報
酬
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

平
成
三
十
一（
令
和
元
）年
度
債
務

保
証
の
最
高
限
度
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

余
裕
金
の
預
入
先
金
融
機
関
に
つ

い
て
、
次
の
と
お
り
決
定
願
い
た

い
。

議
案
第
八
号

出
資
配
当
金
の
増
資
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

森
林
経
営
規
程
の
一
部
改
正
に
つ

い
て 提

出
議
案

　

戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
が
、
本
格
的
な

利
用
期
を
迎
え
、「
伐
っ
て
、
使
っ
て
、
植

え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
森
林
資
源
の
循
環

サ
イ
ク
ル
を
確
立
し
、
林
業
の
更
な
る
成
長

産
業
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
と
な
っ

て
い
る
中
、
森
林
環
境
税
及
び
森
林
環
境
譲

与
税
の
創
設
及
び
、
こ
れ
を
財
源
と
し
た

「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」
の
導
入
が

決
定
さ
れ
、
国
の
森
林
・
林
業
に
対
す
る
世

間
か
ら
の
注
目
が
一
段
と
増
し
た
年
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
の
当
組
合
の
平

成
三
十
年
度
は
、「
施
業
集
約
化
に
よ
る
受

託
間
伐
事
業
の
推
進
」、「
皆
伐
・
再
造
林
の

推
進
」、「
境
界
明
確
化
の
推
進
」、「
森
林
経

営
計
画
面
積
の
拡
大
」
を
重
点
項
目
と
し
て

掲
げ
、
事
業
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　

部
門
毎
の
取
扱
高
に
つ
い
て
は
、
販
売

部
門
が
、
林
産
・
請
負
林
産
事
業
が
計

画
を
上
回
り
、
計
画
対
比
一
〇
一
％
の

四
七
八
、六
〇
五
千
円
、
森
林
整
備
部
門
で

は
、
国
・
市
町
の
植
栽
等
の
森
林
整
備
事
業

の
伸
び
が
大
き
く
、
計
画
対
比
一
一
八
％
の

三
四
三
、六
六
四
千
円
の
取
扱
高
と
な
り
ま

し
た
。

　

設
備
投
資
に
関
し
て
は
、
秋
田
県
林
業
木

材
産
業
改
善
資
金
（
無
利
子
融
資
）
を
活
用

し
、
ハ
ー
ベ
ス
タ
一
台
を
新
た
に
導
入
致
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
働
き
方
改
革
と
し
て
、
勤
務

日
と
し
て
い
た
祝
祭
日
を
休
日
と
し
、
雇
用

対
策
と
し
て
は
、
技
能
職
員
の
待
遇
を
日
給

制
か
ら
月
給
制
へ
移
行
さ
せ
、
新
た
に
三
名

の
技
能
職
員
を
採
用
し
て
お
り
ま
す
。

　

結
果
、
事
業
全
体
で
は
、
三
期
連
続
で

八
億
円
を
超
え
る
八
二
五
、九
五
五
千
円
の

取
扱
高
、
及
び
出
資
配
当
を
提
案
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

　

又
、
組
合
員
数
に
つ
い
て
も
、
四
期
連
続

で
前
年
比
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
県

内
森
林
組
合
で
は
当
組
合
だ
け
で
あ
り
、
私

共
の
取
組
み
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
る

と
、
深
く
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
、
組
合
員
の
皆
様
及
び
地

域
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
を
目
指
し
て

努
力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

今
年
度
の
概
況
報
告
と
致
し
ま
す
。

通 常 総 代 会第25回
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本
年
は
、
平
成
か
ら
令
和
へ
と
新
た
な
時

代
を
迎
え
る
節
目
の
年
と
な
り
ま
す
が
、
森

林
・
林
業
施
策
に
つ
い
て
も
、
森
林
環
境
税

及
び
森
林
環
境
譲
与
税
の
創
設
が
決
定
さ

れ
、
こ
れ
を
財
源
と
し
た
「
新
た
な
森
林
管

理
シ
ス
テ
ム
」
の
運
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
森
林
組
合
系
統
は
、
施
業

集
約
化
や
低
コ
ス
ト
化
、
国
産
材
の
安
定

供
給
と
い
っ
た
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
に

加
え
、「
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
」

の
着
実
な
実
施
に
向
け
て
、
森
林
所
有
者

へ
の
意
向
調
査
や
経
営
管
理
実
施
権
及
び

市
町
村
森
林
経
営
管
理
事
業
の
受
託
等

に
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

又
、
戦
後
造
成
さ
れ
た
人
工
林
の
多
く

が
本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
お
り
、
こ

の
豊
富
な
森
林
資
源
を
、「
伐
っ
て
、
使

っ
て
、
植
え
て
、
育
て
る
」
と
い
う
林
業

の
健
全
な
循
環
利
用
を
再
構
築
し
、
森
林

の
多
面
的
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
な
が

ら
、
山
村
地
域
を
活
性
化
さ
せ
る
、「
林

業
の
成
長
産
業
化
」
を
強
力
に
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、
当
組
合
と
し

て
は
、
系
統
運
動　

Ｊ  

Ｆ
ｏ
ｒ
ｅ
ｓ
ｔ

「
森
林
・
林
業
・
山
村
未
来
創
造
運
動
」

～
次
代
へ
森
を
活
か
し
て
地
域
を
創
る
～

の
四
年
目
と
し
て
、
運
動
方
針
の
実
行
及

び
目
標
達
成
に
向
け
、
今
年
度
は
、
以
下

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

⑴　

市
町
が
実
施
す
る
森
林
所
有
者
意
向

調
査
等
へ
の
協
力
・
支
援

⑵　

皆
伐
・
再
造
林
の
推
進

⑶　

組
合
員
へ
の
造
林
事
業（
植
栽
）支
援

⑷　

境
界
明
確
化
事
業
の
推
進

　

尚
、
今
年
度
の
公
的
機
関
の
利
用
に
つ

き
ま
し
て
は
、
森
林
管
理
署
、
秋
田
県
・

管
内
各
市
町
の
ほ
か
、
森
林
研
究
・
整
備

機
構
及
び
秋
田
県
林
業
公
社
か
ら
の
森
林

整
備
事
業
及
び
木
材
の
買
取
等
の
入
札
に

参
加
し
、
地
域
の
負
託
に
応
え
て
参
り
ま

す
。

　

又
、
林
業
労
働
災
害
防
止
対
策
と
し

て
、
安
全
衛
生
大
会
及
び
安
全
衛
生
委
員

会
の
ほ
か
、
正
副
組
合
長
自
ら
が
現
地
安

全
指
導
を
実
施
す
る
等
し
、「
ゼ
ロ
災
」

を
目
指
し
ま
す
。

　

本
年
も
、
管
内
地
域
発
展
に
貢
献
で
き
る

よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関
係
機
関
の
皆

様
か
ら
の
特
段
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

  

指

導

部

門

　

従
来
の
重
点
項
目
で
あ
る
、
組
合
員
研
修

会
・
地
区
座
談
会
の
充
実
に
加
え
、
新
規
事

平
成
三
十
一（
令
和
元
）年
度
　
事

業

計

画

　

又
、
林
産
事
業
強
化
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ

た
木
材
に
つ
い
て
は
、
市
況
動
向
に
合
わ
せ

て
最
も
有
利
な
採
材
を
す
る
と
と
も
に
、
一

般
製
材
、
合
板
材
、
チ
ッ
プ
材
、
及
び
平
成

二
十
八
年
度
か
ら
新
た
な
販
路
拡
大
策
と
し

て
進
め
て
き
た
中
国
へ
の
輸
出
材
も
含
め
て

販
売
し
、
一
円
で
も
多
く
組
合
員
に
対
し
還

元
出
来
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

  

森
林
整
備
部
門

　

森
林
整
備
部
門
で
は
、
秋
田
県
の
重
要
課

題
で
あ
る
、「
再
造
林
」
に
つ
い
て
、
県
・
市

町
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
推
進
し
て
参
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
指
導
部
門
で
実
施
す
る
「
造

林
（
植
栽
）
促
進
助
成
費
」
を
利
用
す
る
と

と
も
に
、
低
コ
ス
ト
施
業
に
努
め
、
所
有
者

負
担
ゼ
ロ
で
の
植
栽
を
目
標
に
掲
げ
、
組
合

員
に
対
し
再
造
林
に
つ
い
て
積
極
的
に
働
き

か
け
て
い
き
ま
す
。

　

又
、
新
た
な
森
林
管
理
制
度
が
ス
タ
ー

ト
す
る
今
年
度
は
、
市
町
が
行
う
森
林
所

有
者
の
意
向
調
査
及
び
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
制
度
等
の
各
種
事
業
に
対
し
、
積
極
的

に
協
力
・
支
援
す
る
と
と
も
に
、
組
合
と

し
て
も
円
滑
な
制
度
運
用
に
資
す
る
た
め
、

集
落
座
談
会
・
訪
問
等
の
働
き
か
け
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

更
に
、
新
た
な
森
林
管
理
制
度
運
用
に
お

い
て
、
最
も
重
要
な
事
案
の
一
つ
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
、「
境
界
の
明
確
化
事
業
」
に
つ

い
て
も
、
引
き
続
き
管
内
全
市
町
で
取
り
組

む
計
画
で
あ
り
ま
す
。

業
と
し
て
、
資
源
の
循
環
利
用
に
支
障
を
き

た
す
ほ
ど
低
位
な
状
況
が
続
く
再
造
林
（
秋

田
県
で
は
二
割
程
度
）
を
推
進
さ
せ
る
た

め
、
秋
田
県
内
で
は
、
当
森
林
組
合
が
初
め

て
「
造
林
（
植
栽
）
促
進
助
成
費
」
と
し
て
、

造
林
補
助
事
業
を
利
用
し
て
植
栽
す
る
組
合

員
に
対
し
、
五
〇
、〇
〇
〇
円
／
ha
を
独
自

で
支
援
（
予
算
額　

一
、〇
〇
〇
、〇
〇
〇

円
）
し
、
組
合
員
負
担
の
無
い
造
林
（
植
栽
）

事
業
を
目
指
し
ま
す
。

  

販

売

部

門

　

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
た
森
林
を
保
有

す
る
組
合
員
の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
今
年

度
は
、
皆
伐
を
中
心
と
し
た
林
産
事
業
を
強

化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
伐
採
事
業
を
中
心

と
す
る
林
産
班
を
二
班
体
制
へ
と
増
員
す
る

と
と
も
に
、
主
伐
後
の
再
造
林
で
も
威
力
を

発
揮
す
る
、
高
性
能
林
業
機
械
二
台
を
、
新

た
に
国
庫
補
助
金
を
利
用
し
導
入
す
る
計
画

で
あ
り
ま
す
。

◀フォワーダ

▲フェラーバンチャザウルス
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平成30年４月１日から平成31年３月31日まで    （単位：千円）

（単位：千円）

※　次期繰越剰余金中、教育情報資金は、1,700千円である。

平成31年４月１日から令和２年３月31日まで    （単位：千円）

（単位：人、口、千円）

（注意）端数処理の関係で、合計が一致しない場合があります。

平成30年度　損 益 計 算 書 平成31（令和元）年度　損 益 計 画

組合員数及び出資金（H31.3.31現在）

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益

1 事 業 総 収 益 825,954
2 事 業 総 費 用 659,512
事 業 総 利 益 166,442

Ⅱ 事　 業　 損　 益
1 人　 件　 費 86,198
2 旅 費 交 通 費 2,648
3 事　 務　 費 1,456
4 業　 務　 費 2,763
5 諸 税 負 担 金 6,097
6 施　 設　 費 17,603
7 雑　　　 費 1,204

事 業 管 理 費 計 117,969
事 業 利 益 48,473

Ⅲ 経　 常　 損　 益
1 事 業 外 収 益 4,461
2 事 業 外 費 用 740
事 業 外 損 益 3,721
経 常 利 益 52,194

Ⅳ 特　 別　 損　 益
1 特 別 利 益 418
2 特 別 損 失 0
特 別 損 益 418

税 引 前 当 期 利 益 52,612
法人税、住民税及び事業税額 ▲ 20,105
当 期 剰 余 金 32,507
前 期 繰 越 剰 余 金 5,280
当 期 未 処 分 剰 余 金 37,787

科　　　目 小　計 合　計
Ⅰ 事 業 総 損 益

1 事 業 総 収 益 764,356
2 事 業 総 費 用 629,878
事 業 総 利 益 134,478

Ⅱ 事 業 損 益
1 人 件 費 84,129
2 旅 費 交 通 費 3,503
3 事 務 費 1,726
4 業 務 費 5,051
5 諸 税 負 担 金 4,315
6 施 設 費 22,623
7 雑 費 1,751

事 業 管 理 費 計 123,098
事 業 利 益 11,380

Ⅲ 経 常 損 益
1 事 業 外 収 益 2,692
2 事 業 外 費 用 790
事 業 外 損 益 1,902
経 常 利 益 13,282

Ⅳ 特 別 損 益
1 特 別 利 益 20,050
2 特 別 損 失 20,050
特 別 損 益 0

税 引 前 当 期 利 益 13,282
法人税、住民税及び事業税額 ▲　7,000
当 期 剰 余 金 6,282               
前 期 繰 越 剰 余 金 5,673
当 期 未 処 分 剰 余 金 11,955

科　　目 内　　訳 小　計 合　計

Ⅰ 当期未処分剰余金 当期剰余金 32,507
繰越剰余金 5,280 37,787

計 37,787
Ⅱ剰余金処分額 32,114

1 法定準備金 当期剰余金の5分の1以上 30,000
2 任意積立金
3 出資配当金 出資額の1％ 2,114
4 事業分量配当金

Ⅲ次期繰越剰余金 5,673

資格区分 組合員数 出資口数 出資金額

正 組 合 員 4,307 211,566 211,566

准 組 合 員 13 357 357

合　　計 4,320 211,923 211,923

口人 千円

平成30年度　剰余金処分案

平  成  30  年  度

平成31（令和元）年度

損 益 計 算 書
損　益　計　画
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白神木材流通センター木材共販結果及び市況動向
直近開催の木材共販結果（第355回、入札日：令和元年７月１日）

★出品材積：1,077㎥ ★売払材積：1,077㎥

★販売金額：10,609千円 ★平均価格：9,850円／㎥

★共販参加者：10社 ★販売者：７社 ★販売率：100％

径級別単価の詳細

径級範囲
（㎝）

１㎥単価 石単価
安　値 高　値 平　均 前月比 平　均

10 ～ 14 ― 8,360 8,360 → 2,322
16 ～ 22 10,359 10,361 10,360 → 2,878
24 ～ 28 13,159 13,160 13,159 → 3,655
30 ～ 34 ― 12,071 12,071 → 3,353
36 ～ 44 ― 10,000 10,000 → 2,778
46 ～

〈共販概況〉
１．価格状況：中目以上の大径材が数量まとま

らず引き合い強く前月より単価
は上昇した。春以降、曲がり材・
劣材等の引き合い強く高値での
応札が続いている。

２．需要状況：量産工場が量をまとめ、落札率
は100％であった。今後は市場
に出回る数量が減ってくると見
込まれるが、虫害の時期にも入
るため単価上昇につながるかは
不透明である。

３．入札状況：入札に付した20物件に10社が応
札し、「落札」が20件、「不落」
が０件、「無応札」が０件であっ
た。１物件当たりの平均応札枚
数は３枚であった。

（単位：円）

木材流通センター主要規格材の平均販売単価推移（昨年８月から本年７月まで）

素材規格径級範囲（㎝）： 24～2816～22 30～3410～14 平均単価

単位：円/㎥
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■木材センター　　■ 合板工場　　■ 輸出　　■ 火力混焼用チップ
■バイオ発電用チップ　　■ 広葉樹チップ

合板工場
10,753㎥
27％

輸出
8,457㎥
21％

火力混焼用チップ
6,474㎥　16％

バイオ発電用チップ
1,329㎥　3％

木材センター
12,267㎥

31％

合板工場
10,753㎥
27％

輸出
8,457㎥
21％

火力混焼用チップ
6,474㎥　16％

バイオ発電用チップ
1,329㎥　3％

広葉樹チップ
887㎥
2％
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平成30年度  素材の出荷先別割合平成30年度  能代港からの原木輸出実績（8,457㎥）
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藤
里
地
区

藤
里
町
総
合
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
組
合
員
出
席
数
28
名

３月４日（月）Ｑ
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
に
つ
い

て
、
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
交
付
さ

れ
る
森
林
環
境
譲
与
税
は
、
今
の
秋
田
県
水

と
緑
の
森
づ
く
り
税
と
、
ど
の
よ
う
に
関
わ

り
あ
う
の
か
。

A
秋
田
県
水
と
緑
の
森
づ
く
り
税
と
、

森
林
環
境
譲
与
税
と
は
、
重
複
し
な

い
メ
ニ
ュ
ー
で
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
て
い
く

事
と
な
り
ま
す
。（
県
）

二
ツ
井
地
区

二
ツ
井
公
民
館

　
　
組
合
員
出
席
数
27
名

非
組
合
員
出
席
数
１
名

３月５日（火）Ｑ
森
林
環
境
税
に
伴
う
意
向
調
査
に
つ

い
て
、
小
繋
地
区
で
は
、
ほ
ぼ
限
界

集
落
と
な
っ
て
お
り
、
十
五
年
先
の
事
を
話

し
さ
れ
て
も
、
理
解
出
来
る
か
心
配
で
す
。

A
能
代
市
で
は
、
森
林
経
営
計
画
未
作

成
地
か
ら
着
手
し
、
事
業
体
と
連
携

を
取
り
な
が
ら
、
計
画
を
立
て
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。（
市
）

三
種
地
区

三
種
支
所

　
　
組
合
員
出
席
数
15
名

３月６日（水）Ｑ
中
国
へ
の
丸
太
輸
出
状
況
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

A
平
成
二
十
八
年
度
輸
出
量
は
約
二
、

〇
〇
〇
㎥
で
し
た
が
、
今
年
度
は
約

四
〇
、〇
〇
〇
㎥
と
な
る
見
通
し
で
あ
り
、

東
北
地
方
で
は
、
一
番
の
輸
出
量
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　平成30年度地区座談会は平成31年３月４日から５日間の日程で藤里地区を皮切りに全５地区で開催されまし
た。ご多忙中の折、多数の組合員の方々よりご参加いただき、誠にありがとうございました。
　全地域各座談会において秋田県森づくり推進課の職員及び各市町林務担当職員の方々をアドバイザーとしてお
招きし、アドバイスをいただきながら、数多くのご質問・ご意見にお答えいただきました。
　頂戴したご質問やご意見等については、これからの森林組合運営に役立てていく所存です。
　以下、各地区におけるご質問及び回答（要旨）を載せております。

地 区 座 談 会
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能
代
地
区

能
代
工
業
団
地
交
流
会
館

　
　
組
合
員
出
席
数
19
名

３月７日（木）Ｑ
林
地
台
帳
制
度
に
つ
い
て
、
能
代
市

で
は
情
報
を
公
表
す
る
と
あ
る
が
、

図
面
等
で
自
分
の
山
の
位
置
が
示
せ
る
の
か
。

A
今
現
在
、
固
定
資
産
の
地
番
と
林
小

班
を
、
図
面
上
で
重
ね
合
わ
せ
る
作

業
を
し
て
お
り
、
合
致
し
て
い
る
箇
所
を
示

せ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。（
市
）

Ｑ
造
林
補
助
事
業
に
つ
い
て
、
雑
木
も

補
助
対
象
に
な
る
の
か
。

A
雑
木
（
広
葉
樹
）
を
搬
出
間
伐
す
る

と
補
助
対
象
と
な
り
ま
す
。

Ｑ
県
内
で
の
現
在
の
再
造
林
率
二
三
％

で
は
、
将
来
の
蓄
積
量
を
維
持
す
る

の
が
、
不
可
能
な
た
め
に
補
助
す
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
国
土
保
全

維
持
が
出
来
な
い
た
め

に
再
造
林
す
る
の
か
。

A
秋
田
県
内
の
ス

ギ
は
、
今
現

在
、
一
～
二
十
年
生
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
そ

の
た
め
、
五
十
～
六
十

年
後
の
伐
採
量
は
減
少

す
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
現
時
点
の
蓄
積
量

を
維
持
し
、
国
土
荒
廃

を
防
ぐ
た
め
に
も
、
再

造
林
を
促
進
し
、
組
合

員
の
負
担
を
軽
減
す
る

為
に
、
当
組
合
独
自
の

助
成
も
検
討
し
て
お
り

ま
す
。

Ｑ
個
人
で
補
助
申
請
が
で
き
る
の
で
あ

れ
ば
、
自
分
の
山
を
自
分
で
作
業
し

た
場
合
、
一
日
一
〇
、〇
〇
〇
円
程
度
の
作
業

収
入
が
得
ら
れ
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
。

A
個
人
で
の
補
助
申
請
は
、
大
変
難
し

く
、
今
後
、
安
全
面
に
つ
い
て
も
、

県
と
相
談
し
な
が
ら
考
え
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。八

峰
地
区

八
峰
町
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
組
合
員
出
席
数
18
名

３月８日（金）Ｑ
新
規
導
入
す
る
高
性
能
林
業
機
械
に

伴
う
、
人
数
の
割
当
と
教
育
は
、
間

に
合
っ
て
い
る
の
か
。

A
今
現
在
、
当
組
合
所
有
機
械
一
班
、

レ
ン
タ
ル
機
械
一
班
、
計
二
班
で
作

業
し
、
す
で
に
実
働
し
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
保
育
の
面
で
、
個
人
が
作
業
し
た
場

合
、
補
助
申
請
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム

を
つ
く
れ
な
い
の
か
。

A
代
理
申
請
は
出
来
ま
す
が
、
補
助
金

は
低
く
、
手
数
料
が
多
く
か
か
る
た

め
、
本
人
が
納
得
す
る
よ
う
な
収
入
は
得
ら

れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
又
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

を
使
用
し
た
場
合
、
危
険
が
伴
う
た
め
、
安

全
面
に
つ
い
て
も
県
と
相
談
し
な
が
ら
、
考

え
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ
無
花
粉
ス
ギ
を
取
り
入
れ
て
い
な
い

と
い
う
が
、
ど
う
い
う
状
況
か
。

A
県
に
問
合
せ
た
所
、
平
成
三
十
年
度

か
ら
十
ヶ
年
計
画
で
ス
ギ
花
粉
症
対

策
品
種
（
無
花
粉
ス
ギ
）
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
の
事
で
す
。

Ｑ
八
森
地
区
で
も
伐
期
を
迎
え
て
お

り
、
林
道
及
び
路
網
整
備
を
進
め
て

欲
し
い
。

A
町
と
し
て
も
、
必
要
な
林
道
・
作
業

道
は
、
今
後
計
画
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。（
町
）

Ｑ
森
林
所
有
者
を
ま
と
め
る
の
が
大
変

な
の
で
、町
か
ら
も
協
力
し
て
欲
し
い
。

A
要
望
が
あ
る
箇
所
か
ら
検
討
し
、
森

林
所
有
者
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。（
町
）

Ｑ
境
界
杭
が
見
つ
か
ら
な
い
た
め
、
境

界
が
わ
か
ら
な
い
。
境
界
位
置
確
認

を
含
め
た
見
積
り
を
出
し
て
欲
し
い
の
だ

が
。

A
平
成
三
十
一
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
、

森
林
環
境
譲
与
税
の
中
に
、
境
界
を

確
認
す
る
事
業
が
あ
り
ま
す
が
、
基
本
的
に

は
、
隣
接
す
る
人
た
ち
の
立
会
の
も
と
で
、

境
界
確
認
を
し
た
方
が
良
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

そ
の
後
の
見
積
り
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う

な
事
業
が
出
来
る
か
提
案
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

Ｑ
八
峰
支
所
は
、
今
後
も
存
続
出
来
る

の
か
。

A
相
談
に
来
る
組
合
員
数
が
少
な
く
、

将
来
的
に
は
、
合
理
化
さ
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
八
森
地
区
は
、傾
斜
の
き
つ
い
山
の
た

め
、集
材
機
を
利
用
し
て
は
ど
う
か
。

A
集
材
機
を
利
用
す
る
に
は
、
大
量
の

搬
出
材
積
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

能
代
・
山
本
地
域
の
民
有
林
で
は
、
そ
れ

程
多
く
の
搬
出
材
積
が
出
な
い
た
め
、
経
費

が
か
か
り
増
し
に
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
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三期連続の出資配当
　今年度も総代会において、全組合員に対し出資金
の１％の配当について承認をいただきました。これ
も偏に支えて下さった組合の皆様のお陰と心より感
謝申し上げます。
　配当金は、出資予約預り金として積立て、一口に
達した分は、皆様の出資金として増口されます。
　組合員の皆様に送付しました『出資配当及び出資
金証明書』は大切に保管して下さい。

組合員変更等の届出
忘れていませんか？

※以上の各種手続きに関する届出用紙は、
本所・各支所にありますが、ご連絡いた
だければ用紙を送付いたします。

組合員名義変更・組合員加入届・相
続加入届・組合員住所変更届は、随
時受付いたしております。

秋田県林業経営コンクール第53回

茨
島
山
林
会
〔
五
城
目
町
〕

（
故
）
小
玉
嘉
典
氏

妻　

小
玉
芳
子
さ
ん

岩
館
育
林
研
究
会
〔
八
峰
町
〕

会
員　

干
場
憲
三
氏

秋
田
県
知
事
感
謝
状

優
　
良
　
賞

（
秋
田
県
森
と
水
の
協
会
長
賞
）

　

私
は
秋
田
林
業
大
学
校
で

林
業
の
知
識
や
仕
事
に
必
要

な
資
格
を
取
っ
て
い
ま
す
が
、

林
業
機
械
の
経
験
が
浅
い
の

で
、
指
導
員
や
先
輩
方
に
コ

ツ
や
気
を
付
け
る
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
教
え
て
も
ら
い
、
早

く
一
人
前
に
な
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

成田　京平
　

何
一
つ
わ
か
ら
な
い
状
態

で
現
場
に
向
か
う
途
中
、「
で

き
る
か
な
。」「
大
丈
夫
か

な
。」
と
た
く
さ
ん
不
安
に
な

り
ま
す
が
、
聞
い
た
こ
と
に

は
詳
し
く
答
え
て
下
さ
る
の
で
す
ぐ
に
行
動
に
移
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
男
性
の
方
々
に
力
や
体
力
で
勝
と
う
と
す

る
の
で
は
な
く
、
ど
う
や
っ
た
ら
効
率
よ
く
進
め
ら
れ
る

か
と
い
う
事
を
考
え
、「
早
く
丁
寧
に
正
確
に
‼
」
を
念

頭
に
毎
日
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

金野　　蓮
　

皆
さ
ん
優
し
い
方
ば
か
り

で
毎
日
様
々
な
こ
と
を
指
導

し
て
頂
き
、
そ
の
技
と
技
術

に
は
驚
か
さ
れ
て
ば
か
り
で

す
。
同
年
代
の
人
達
や
若
い

子
た
ち
に
負
け
た
く
な
い
の
で
日
々
精
進
し
、
早
く
先
輩

た
ち
に
追
い
つ
け
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

安部健太郎
　

す
べ
て
が
初
め
て
で
、
学

び
覚
え
る
こ
と
の
多
い
日
々

で
す
。
丁
寧
に
指
導
し
て
頂

き
、
今
ま
で
に
な
い
体
で
覚

え
る
充
実
感
を
得
て
い
ま
す
。

失
敗
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
が
、
知
識
を
吸
収
、
実
践

し
成
長
す
る
こ
と
を
念
頭
に
頑
張
り
ま
す
。

近藤　良亮

林
業
経
営
の
部

森
林
整
備
推
進
功
労
の
部

頑
張
っ
て
ま
す

技
能
職
員
の
紹
介

新採用

　８月10日（土）〜８月15日（木）まで６日間の休みとなります。
　組合員の皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、よろしくお願い申し上げます。
　尚、８月16日（金）より通常営業となります。

夏季休業の
お知らせ

10


